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＜連絡事項＞

· 八木橋牧雄様、本日１５時～から外出予定。

· 病棟内の破損管理について
担当者より→病棟ファイルに「破損状況管理ノート」を準備しています。各自で

破損伝票など提出した際には、記載してください。

破損物の修繕状況についても管理して行きましょう。

「新型インフルエンザに対する法人対応について」が配信されています。各自で基

本方針など周知する事。

・平　勝利様･･･５月２１日１０時３０分転入予定となっています。
病名：統合失調症（F20）　病棟：西Bユニット　入院形態：医療保護入院　主治医：安ヶ平Ｄｒ
本日面談にて、単独許可書にサインして頂き、今後月１回は入院費の支払いの時にの面会に来て頂く事で、外泊も年２回程度は実施していくことで了解されている。面会時に小遣いを渡していくとの事で、通帳は解約しています。買い物訓練では週1回水曜日に実施していくことにしています。また、ＳＳＴやナイトプログラムでは担当スタッフと話し合い導入していきましょう。

明日の診察にて、医療保護入院から切り替え予定となっています。

　　　　　　　用紙は明日、山田ＰＳＷで用意するとのことです。

＜八木橋牧夫様個別プログラム概要について＞

· 今後の方針→単独生活か無理なようであれば施設への入所を検討。

· プログラム内容
　　　　　　→金銭管理、嗜好品管理（おやつ）を自分出来きるようにする。

　　　　　　→単独外出ができるようにする。

　　　　　　→個別ミーティングを行い、アルコール依存症治療プログラムに沿った内容をミーティングしていく。

　　　　　　→定期的な計画の見直しと本人への振り返りを行う。

· 認知機能の推移についての把握も忘れないように行う。

＜作業療法実施状況＞

清川厚子様･･･昨日、奇声をあげたりと拒否が強かった。

　　　　　　→プログラムに参加したくないという本人の甘えである。プログラム参加の必要性を説明していく。

戸賀沢潔様･･･作業課題終了後、ＯＴスタッフへ報告するよう説明していたが、理解せず、かってに継ぎの課題へ進んでいる。　

　　　　　　→ルールを守る事は大切である旨を説明していく。

＜川端Ｄｒケースカンファレンス＞

小坂君子様･･･倦怠感を訴える事がある。とくに異常体験に左右された言動も無い。

柳杭田かつ子様･･･１月より体重現症見られている。また頻回に疲労感を訴えている。体重－５Ｋｇ（１月にくらべ）

　　　　　　　　　幻聴、妄想に左右された行動がみられる為、体力を多く使うのではないか？結果、必要以上のエネルギー消費が見られている。ＢＭＩ値＝１６．１

　　　　Ｄｒより→日内変動などの血糖測定を行ってみましょう。

清川厚子様･･･昨日、作業療法の拒否あり。

　　　　Ｄｒより→作業療法、プログラムには行かせるようにして下さい。

＜Ｄｒ川端診察情報＞

· 清川　厚子様…昨日腹痛を訴えて、プログラムに強い拒否が見られ興奮し、粗暴

的となったことに振り返り、自身でも良く分からないとの事。プログラムは参加していくようにと伝えているが、本日は行きたくないとの事で、明日より必ず参加することで了解されている。

· 東海林　康之様…５月２３日９時～５月２５日１７時まで家族交流のため外出　　

希望あり、許可となっています。また、体重が７０kgまで増加あり、腹囲も９５cmとなっているため、今後担当スタッフとともに運動を実施していくようにと指示がありますので、担当スタッフは本人様と話し合いすすめていきましょう。

· 柳杭田　かつ子様…階段の昇降での疲労感が強いと訴え聞かれている。主治医よ　　

り、血糖の変化での疲労感も考えられるため、５月２５日（月）日内変動（デキスター）の実施していく事になります。東病棟へは連絡済みです。

· 滝澤　久江様…５月２３日８時４５分～１３時まで外出希望がご家族よりあり、

主治医より許可となっています。

















































